
１ 生 涯 学 習 の 振 興 
 

(1) 生涯学習の推進体制 

ア 長野県生涯学習審議会 

設置根拠：生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に関する法律第 10 条及び 

長野県生涯学習審議会条例第 1条に基づき、平成３年に設置。 

設置目的：県教育委員会又は知事の諮問に応じ、生涯学習に資するための施策の総合的な

推進に関する重要事項を調査審議する。 

会議開催：諮問「新しい時代にふさわしい長野県の生涯学習振興のあり方について」 

     長野県生涯学習審議会を３回（７月、10 月、１月）開催した。 

長野県生涯学習審議会委員  11 名     

氏   名 役  職  等 

植 松 久 春 富士見町図書館長 

臼 田 直 子 長野県専修学校各種学校連合会理事 

小 泉 一 夫 日本労働組合総連合会長野県連合会副会長 

神 津 良一郎 長野県公民館運営協議会副会長 

小 島 佐和子 中野おはなし塾事務局長 

坂 本 乃里子 長野県ＰＴＡ連合会副会長 

白 戸   洋 松本大学総合経営学部教授 

塚 田 芳 樹 長野県経営者協会理事 

土 井   進 信州大学教育学部教授 

松 村 純 子 国立信州高遠青少年自然の家次長 

水 野 龍 二 地域づくりネットワーク長野県協議会会員 

                  （任期 平成 20 年７月 15 日～平成 22 年７月 14 日） 

  

イ 長野県生涯学習推進本部 

設置目的：生涯学習関連事業の総合的な企画及び調整を行うため、平成 3年に設置。 

事業内容：①「生涯学習推進プロジェクトの概要」の作成 

生涯学習を推進するための基礎資料及び学習情報資料として、平成 20 年

度に各部局が実施する生涯学習関連事業について取りまとめ、県のホームペ

ージで公開した。 

②「生涯学習月間」の設定 

県民の生涯学習に対する意識の高揚を図り、多様な学習活動が活発に展開

されるよう、11 月を「生涯学習月間」と定め、生涯学習の普及啓発に努めた。 

実施内容は(2)のとおり。 

 

 



(2) 生涯学習の普及啓発 

平成 20 年度「生涯学習月間」 

ア 実施期間  平成 20 年 11 月１日～11 月 30 日 

イ 実施内容    

(ｱ) 月間の周知・広報 

・ 懸垂幕の掲出 

・ インターネットへの掲載（県ＨＰ、教育委員会メルマガなど） 

・ 県庁ロビー展の実施（期間中の 1週間）  

(ｲ) 関係機関・団体等の取組促進 

・ 県・市町村：講座・教室・体育祭・地区文化祭などの開催等 

・ 学校：学校開放講座の実施、施設の一般開放等 

・ 社会教育関連団体：構成員への生涯学習活動奨励、県民への学習機会の提供等 

・ 企業：従業員への生涯学習活動奨励、施設の一般開放等  

 

 

(3) 子どもの読書活動の推進 

平成 16 年 4 月に策定した「長野県子ども読書活動推進計画」の成果と課題を踏まえ、子

どものが読書に親しむ機会の提供と子どもの読書環境の整備・充実、家庭・地域・学校を

通じた社会全体での取組の推進、子ども読書活動に関する理解と関心の普及を基本方針と

して「第 2次長野県子ども読書活動推進計画」を策定した。 

ア 県における主な取組み  

(ｱ)県立長野図書館による公立図書館の蔵書検索システムの構築 

(ｲ) おはなしフェスティバルの開催（4月 18 日～20 日）（10 月 12 日 上田市） 

(ｳ) 図書館ブックカウンセラー事業の実施 

イ 市町村における主な取組み 

(ｱ)「子ども読書の日（4月 23 日）」を中心とした事業の実施 

(ｲ) 公立図書館における読書ボランティアの活動（47 市町村） 

(ｳ) ブックスタート事業（63 市町村） 

ウ 学校における主な取組み 

(ｱ) 全校一斉読書の日課への取り入れ 

(ｲ) 読書ボランティアによる読み聞かせの実施  


